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甦れ坂川 坂川清流復活構想

ふ
る
さ
と
の
川

モ
デ
ル
河
川

に
指
定
さ
れ

る

市
内
を
流
れ
る
代
表
的
な
河
川
で
あ
る
坂
川

が
、
建
設
省
の
昭
和
六
十
三
年

度
「
ふ
る
さ
と
の
川
モ

デ
ル
河
川
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
の
約
千
二
百
河
川
の
候
補
か
ら
選
ば
れ
た
三
十
五
河
川
の
ひ
と
つ
と
し

て
指
定
を
受
け
ま
し
た
が
、
昔
の
面
影
を
少
し
で
も
廻
ら
せ
、
坂
川
に
清
流
を

呼
び
戻
す
た
め
、
今
後
、
潤
い
の
あ
る
川
と
し
て
整
備
し
て
い

く
予
定
で
す
。

建
設

省
が
緑
あ
ふ

れ
る
情
趣
と

個
性
あ

る
水
辺
景

観
登

別
出
す
る

た
め
に

進
め
て
い

る
「
ふ

る
さ
と

の
川
モ
デ
ル
事
業
」
の
モ
デ
ル
河

川
に
、
市
内
を

流
れ

る
代
表
的
な

河
川
で
あ

る
坂
川

が
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

全
国
か
ら

申
請
の

あ
っ
た
約
千

二
百
河
川
の
う
ち

、
三
十
五
の
今

年
度
分
指
定
河
川
の

一
つ

と
し
て

、

県
内
で
は
た

だ
一
力
所
選

ば
れ
ま

し
た
。

す
で
に
松
戸
市
は

、
建
設
省
の

「
二
十
一
世

紀
を
目

指
し

た
わ

が

街
の
河
川
整
備

構
想
」

策
定
モ

デ

ル
都
市
に
も
選

ば
れ
、「
ま
つ
ど
・

水
都
市
2
1」
と
題
す
る
報
告
書
が

ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
全
体
構
想
に
基
づ
き
、
市

民
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
坂
川
に

清
流
を
復
活
さ
せ
る
計
画
か
進
め

て

き
ま
し
た
が
、
今
回
の
指
定
を

き
っ
か
け
に
、
県
と
共
同
し
て
よ

り
具
体
的
な
整
備
計
画
を
作
成
し
、

地
元
の
ご
協
力
、
ご
理
解
を
得
な

が
ら
坂
川
を
市
民
に
親
し
ま
れ
る
、

潤
い
の
あ
る
川
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
川

モ
デ
ル
事
業

今
回
指
定
か
受
け
た
「
ふ
る
さ

と
の
川
モ
デ
ル
事
業
」
と
呼
ば
れ

る
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
河
川
整

備
の
あ
り
方
を
見
直
そ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

従
来
、
と
も
す
る
と
洪
水
対
策

力
み
を
重
視
し
、
隅
田
川
の
よ
う

な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
垂
直
な
護
岸

に
代
表
さ
れ
る
、
人
を
川
か
ら
遠

ざ
け
、
川
を
厄
介
も
の
扱
い
す
る

河
川
整
備
に
追
わ
れ
て
い
た
こ
と

を
収
め
、
周
辺
の
景
観
や
ま
ち
づ

く
り
と
一
体
と
な
っ
た
河
川
改
修

を
行
お
う
と
い
う
も
の
で
、
昨
年

度
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
期
の
整
備
区
間

現

在
検
討
中
の
計
画
で
は

、
Ｊ

Ｒ

松
戸

駅

西

口
に

近
い

赤

玖

樋

門
か
ら

春
雨

橋

、

松
戸

神

社

前

を

通
り

、
矢
切
の
柳
原
樋
門
ま
で

に
至

る
区

間
を
当
面
の
整
備
計
画

の
対
象
区

間
と
し
、
事
業

着
手
可

能
な
第

一
期
の

整
備
区
間
の

検
討

を
し
て
い

ま
す
。

事
業
内

容
に

は
、
水
質
浄
化

施

設
や
江
戸
川
か
ら

の
導
水
に
よ
り

清
流
を
怒
ら
せ

た
り
、
沿
岸
道
路

の
プ
ロ
ム
ナ

ー
ド
化

、
親
水
護
岸

、

広
場
橋
の

設
置
や
現

在
あ
る
橋
の

架
け
替
え
な
ど
を
盛
り
込
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す

。

こ
の
ほ
か
、「
ま
つ
ど
・
水
都
市

2
1」
の
中
で

は
、
坂
川

最

下
流

部

に
河
川
マ
リ

ー
ナ

な
芦
石

構
想
と

し
て

提
案
さ
れ
て

お
り
、

夢
の
あ

る
整
備
計
画
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

生
き
た
川
の
流
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

坂
川
は
、
市
北
部
の
幸
田
か
ら

約
十
五
㌔
㍍
の
距
離
を
南
に
流

れ
、
矢
切
で
江
戸
川
に
合
流
し
て

い
ま
す
。

江
戸
時
代
以
前
か
ら
氾
濫
に
悩

ま
さ
れ
た
た
め
、
先
人
の
苦
闘
に

よ
る
堀
り
つ
が
か

な
さ
れ
、
今
日

見
ら
れ
る
姿
と
な
っ
た
の
は
一
八

三
六
年
の
こ
と
で
す
。

か
つ
て
は
、
農
業
用
水
や
水
運

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
都

市
化
が
進
み
、
生
活
雑
排
水
な
ど

が
流
入
し
た
た
め
、
現
在
は
全
国

有
数
の
汚
れ
た
川
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
坂
川
の
水
質
を
浄
化
す
る

た
め
に
上
流
部
の
北
千
葉
導
水
路

か
ら
の
導
水
が
、
新
坂
川
へ
の
導

水
と
併
せ
て
検
討
（
一
部
実
施
）

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
今
年
度
、
新

松
戸
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
利
用

し
た
河
川
浄
化
対
策
の
調
査
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

清
流
復
活
の
実
現
ま
で
に
は
今

後
、
坂
川
の
河
川
管
理
者
で
あ
る

千
葉
県
と
共
同
し
て
「
ふ
る
さ
と

の
川
整
備
計
画
」
を
策
定
し
、
建

設
省
か
ら
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
な
ど
の
種
々
の
困
難
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
今
回
の
モ
デ

ル
河
川
の
指
定
を
機
会
に
、
市
は

県
と
も
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
河
川
浄

化
を
は
じ
め
と
す
る
生
き
た
川
の

流
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

マ
詳
細
…
治
水
計
画
課

手数料･使用料･各種税

今
月
の
納
期
は

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第
二
期

納
期
限
）
…
八
月
一
日

早

め

に
納
付
（

納

入
）
お
願

い
し
ま

す

。

安全･確実な

口座振替のご利用を

現況の坂川

(松戸神社付近)



個
人
情
報
保
護
条

例松
戸
市
電
子
計
算
後
処
理
に
係
る
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例

決
ま
る

プ
ラ
イ
バ
シ
ー保

護
を
明

文
化

地
下
鉄
八
・
十
一
号
線
早
期
実

現

松
戸
市
実
行
委
員
会
が
発
足

混雑緩和は市民の願いです

地
下
鉄
十
一
号
線
（
半
蔵
門

線
）
を
一
日
も
早
く
松
戸
ま
で

延
伸
さ
せ
る
た
め
に
、
去
る
六

月
八
日
、
「
地
下
鉄
八
・
十
一

号
線
早
期
実
現
松
戸
市
実
行
委

員
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

こ
の
実
行
委
員
会
は
、
会
長

に
松
戸
市
長
、
副
会
長
に
松
戸

市
議
会
議
長
と
商
工
会
議
所
会

頭
が
就
任
し
、
市
政
協
力
委
員

襲

曇

副
会
長
、
安
全
都
市
協

議
会
副
会
長
が
委
員
に
加
わ
っ

た
、
官
民
一
体
の
組
織
で
す
。

地
下
鉄
十
一
号
線
の
松
戸
延

仲
は
、
六
十
年
七
月
の
運
輸
政

策
審
議
会
で
答
申
さ
れ
、
私
た

ち
市
民
に
と
っ
て
朗
報
と
な
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
実
際
に
事
業
着
手

に
至
る
ま
で
に
は
、
ほ
か
の
地

下
鉄
線
よ
り
優
先
し
て
、
路
線

免
許
な
ど
を
得
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

今
年
度
は
、
そ
の
明
暗
を
分

け

る
最
も
重
要
な
時
期
に
当
た

り
ま
す
。
そ
こ
で

、
住
民
の

総

意
を
あ
げ
た
運
動
を
展

開
す

る

た
め
に
、
「
実
行
委
員
会
」

が

発
足
し
た
の
で

す
。

今
後
の
事
業
計
画
と
し
て

、

八
月
十
一
日
か
ら
約
二
ヵ
月
に

わ
た
る
署
名
運
動
と
、
十

一
月

八
日
の
住
民
決
起
大
会
の

実
施
、

そ
の
後
に
運
輸
大
臣
、

帝
都
高

速
度
交
通
営
団
総
裁
な
ど
へ
の

陳
情
活
動
を
行
い
ま
す

。

常
磐
線
・
千
代
田

線
の

混
雑

を
緩
和
す
る
抜
本

策
と
し
て

、

地
下

鉄
十
一
号
線
の
松
戸

延
伸

早
期
実
現
に

向
け
て

、
こ
の

住

民
運
動
に
対
す

る
皆
さ
ん
の

ご

協
力
を
、
心
か
ら

お
願
い
し

ま

す
。

▽

詳
細
・
：
企
画

課

高度情報化 社会の中でのプライバシ ー保護をめざします

「
松
戸
市
電
子
計
算
機
処
理
に
係
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
条
例
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
用
の

デ
ー
タ
な
ど
に
使
わ
れ
る
個
人

情
報
の
利
用
範
囲
を
定
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
具
体
的
に

し
た
も
の
で
、
六
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

全
自
治
体
の
9
8％
が

コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を
導
入

都
道
府
県
や
市
町
村
が
扱
う
業

務
を
処
理
す
る
た
め
、
個
人
情
報

な
ど
の
各
種
デ
ー
タ
を
コ
ン
ピ
ュ

ー
夕
ー
に
記
憶
さ
せ
て
処
理
し
利

用
す
る
方
法
は
、
都
道
府
県
と
全

国
の
市
で
は
一
〇
〇
％
で
、
町
村

を
含
め
た
全
自
治
体
で
も
九
八
％

を
超

す
導
入

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

松
戸
市
で

は
既
に
、
住
民
記

録

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
実

施
し

、
住

所
地
の
支
所
の
窓
口

だ
け
で

な
く
、

市
民
課
・
各
支
所
の

ど
こ
か
ら
で

も
住
民
票
な
ど
の
発
行
サ
ー
ビ
ス

を
受
け

る
こ
と

が
で

き
ま
す
。

市
・
県
民
税
や
固

定
資
産
税
の

課
税
台
帳
や
、

各
種
予

防
接
種

・

定
期
健
康
診
断
の

対
象
者
へ
の

通

知
な
ど
、
広
い

範
囲
で
コ
ン

ピ
ュ

ー
タ
ー
を
導
入
し

活
用
し
て

い

ま

す
。プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の

権
利
を
擁
護

こ
の
条
例
は
、
市
民
の
基
本
的

人
権
と
し
て
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

権
利
を
擁
護
す
る
こ
と
を
制
定
の

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

保
護
対
象
情
報
を
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
処
理
に
使
わ
れ
る
「
個
人

を
識
別
で
き
る
情
報
」
と
し
、
個

人
情
報
に
関
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
の
五
原
則
を
盛
り
込
み
、
市

が
執
行
す
る
事
務
全
般
に
わ
た
る

個
人
情
報
の
利
用
な
ど
の
対
象
を

定
め
て
い
ま
す
。

五
原
則
の
内
訳
は
、
「
適
性
管

理
の
原
則
」
で
は
、
個
人
情
報
を

処
理
す
る
と
き
や
変
更
す
る
と
き

は
届
出
制
に
し
、
情
報
の
漏
洩
な

ど
の
事
故
防
止
に
つ
い
て
の
安
全

性
の
確
保
を
図
っ
て
い
ま
す
。

「
収
集

制
限
の

原
則
」
で

は
、

個
人

情
報
を
収
集
す
る
と
き
は
、

直
接
そ
の

個
人

か
ら
市
の
業
務
の

範
囲
内
で

収
集
す
る
こ
と
を
定
め

。

「
利
用
制
限
の

原

則
」
で

は
、

目

的
外
の
利
用
や

提

供
の
禁
止
と
、

国
や
他
の
地
方
公

共
団

体
な
ど
と

の
通
信
回
線
に
よ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
結
合
を
原
則
と
し
禁
止

し
て

い
ま
す
。

「
個
人

参
加
の
原
則
」
で
は

、

自
分
の

個
人

情
報
に
対
す

る
閲

覧

と

訂
正

請
求
権
を
認
め
、
異

議
申

し

立
て

な
ど
の
救
済
の
手

続
き

を

定
め
、

「
松
戸

市
個
人

情
報
審
議

会
」

（
諮
問

機
関
）
の
意
見
を
聞

く
こ

と
と
し
て

い
ま
す

。

こ

れ
に

よ

り

、
法

令
に

定

め

る
も
の
や
、
適
正
ま

た
は
公

正
な

行
政
執
行
を
妨

げ
る
お
そ

れ
の
あ

る
も
の
な
ど
を
除
き
、
市
に
登
録

さ
れ
て
い

る
自
分
の
個
人
情

報
の

内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

に

な
り
ま
す
。

「
責
任
明
確
化
の
原
則
」
で

は
、

個
人
情
報
の
保
護
を
図

る
た

め
管

理

者
を
定
め
る
も
の
と
し
て
い
ま

す

。
市
民
生
活
に
根
ざ
し
た

コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
利
用

市
な
と
が
取
り
扱
う
各
種
事
業

を
円
滑
か
つ
迅
速
に
処
理
し
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
す
る
た
め
に

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
利
用
す
る
こ

と
は
、
今
後
ま
す
ま
す
広
範
囲
の

分
野
に
広
が
り
多
様
化
し
て
い
ぐ

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
条
例
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
処
理
か
す
る
個
人
情
報
デ

ー
タ
）
の
保
護
を
図
り
な
が
ら
、

よ
り
高
度
化
す
る
情
報
社
会
の
健

全
な
発
展
を
め
ざ
し
て
い
く
も
の

で
す
。

▽
詳
細
・・・
事
務
管
理
課

粗
大
ゴ
ミ
を
出
す
と
き
に
は

電
話
で
申
込
み
を

市
で
は

、
ゴ
ミ
の

分
別
収
集

を
し
て
ぃ

ま
す
が
、
粗
大
ゴ
ミ

に
つ
い
て

は
、
戸
別
収
集
し
て

ぃ
ま
す

。
粗
大
ゴ
ミ
は
、
清
掃

第
一
課
ま
で

電
話
で

申
し

込
ん

で
下

さ
い

。

マ

粗
大

ゴ
ミ
の
種
類
・：
家
具
類

マ
ッ
ト
レ
ス
、
ジ
ュ
ー
タ
ン

ー

カ
ー
ペ
ッ
卜
、
建
具
類
、
そ
の

ほ
か
一
㍍
角
以
上
の
も
の

（
家
庭
電
化
製
品
・
ス
チ
ー
ル

製
の
家
具
・
建
目
下

こ

れ
ら

は

資

源

ゴ
ミ

で

す

＝

を
除

く

）

ゴ
ミ
の
出
し

方
…
収
集
日
は

申
し
込
み
時
に
指
定
し
ま
す

の
で
当
日
の
午

前
八
時
三
十

分
ま
で
に
玄

関
先
、
庭
先
に
、

「
粗
大
ゴ
ミ
○
○

」
と
名
前

を

書
い
て
出
し
て
下

さ
い
。

一
回
の

申
し
込
み
で
収

集
で

き
る
の
は
五
点
ま
で
で

す
。

通
常
の

ゴ
ミ
集
積
所
に
出
し

て

も
収
集
し
ま
せ
ん
の
で

、

出

さ
な
い
で

下
さ
い
。

詳
細
…
清
掃
第
一
課
業
務

係

図書貸出券を カード化
申し込みを

開始します

カード 化で図書貸出しもスピ ード フフツプします

図

書
館
で

は
、
今
年
の

十
一
月

初
旬
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
導
入

し
、
業

務
を
電

算
化

す
る
予

定
で

す

。
こ
れ
に

伴
い

、
図
書
館
本
館

、

常
盤
平

・
小

金
原

・
新
松
戸
の
各

分
館
と
移
動
図

書
館
に

つ
い
て
は

図
書
貸
出

券
を

「
カ
ー
ド
式
」
に

改
め
ま
す

。
カ
ー
ド
は
利
用
す
る

人
に

一
人

一
枚

発
行
し

ま
す
。

マ
申

込
み

…
七
月

五
日
（
火

）
か
ら

図
書
館
本
館

、
右
記
の
各
分
館

と
移
動
図

書
館
で

受
け
付
け

※
常
盤
平
分
館
は
改

装
工
事
の
だ

め
、
七
月
十
日

石

了

三
十
一

日
日
）
ま
で
休
館

マ
費
用
＝
・
無
料

右
記
以
外
の
分

館
の
電
算
化
は

六
十
四

・
六

十
五
年
度
に
実
施

す

る
予
定
で
す

。

マ
詳
細
＝
・
市
立
図

書
館
四
6
5－

５

１
１
５

番

市
内
河
川
・
施
設
見
学
会

日

時
・：
七

月

十

三
日
（
水

）
、

市

役
所

正

面

玄

関

に

午

前

九

時

三

十

分

集
合

、
市

役

所

前
で

午

後

三

時

十

分

解

散

〈
雨

天

中

止

〉

内

容
・

二
市
内

河

川

の
汚

濁

状
況

の

観

察

、
栗

山

浄

水

場

・

東

部

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ

ー
の

見

学

。

「
家

庭

雑

排

水

の

浄

化

に
つ

い

て

」
の
説
明
会

な
ど

費
用
・
＝
無
料

定
員
・
三

十
人
（
先
着
順
）

持
ち
物
・
：
昼
食

・
ビ
ニ
ー
ル

シ

ー
ト
・
筆
記
具

・
ゴ
ミ

袋

申
込
み
・
こ
七
月
九
日

玉

）
正

午

ま
で
に
電
話
で

生
活

環
境
課
生

活
環
境
係
へ

高
柳
西
部
土
地
区
画
整
理
の

事
業
計
画
が
認
可

高
柳
西
部
土
地
区
画

整
理

事
業

の
施
行
規
程
お
よ

び
事
業
計
画
が
、

六
十
三
年
五
月
二
十
日
を

も
っ
て

建
設
大
臣
の
認
可
に
な
り
ま
し
た
。

（
建
設
省
告
示
一
二
五
一
号
第

一

地

区

・

竺

二

五

二

号

第

二

地

区

）

マ

詳

細
・
・・
住

宅

・
都

市

整

備

公

団

高

柳

宅

地

開

発

事
務

所

登
０

４

７

１

ｊ

９２
－

↑
1
9
0
1

番

チャリティー

納涼ダンスパーティー

日時…７月23日(土)午後６時

～８時50分

会場…稔台市民センター第１

・第２ホール

演奏…松戸スウィングセピア

費用…前売券(弁当･飲み物付)

1,000円、当日券500円

申込み…電話で社交ダンスサ

ークル火曜会・菊地084-07

39番へ

クリーンなまつど

床下薬剤散布

(雨天延期分)

当日は市職員がノミ・ダ

ニなどを防ぐ薬剤を床下に

散布します。

期 日 散布町 会・自治会

7/20

伽

相模台 ・胡録台大

畑 ・胡録台 高見

雨で中止になった場合は

翌日に実施します。

詳細…生活環境課環境衛

生係

おめでとう結婚50周年

金婚夫婦にお祝品贈呈

対象 … 昭和13 年 ９月１ 日～14

年 ８ 月31 日に結 婚し 、夫 婦 と

もに 健 在の 市 内在 住者

本 人か らの 申請 で贈 呈。 皆 さ

ん の知 り合 いの 該当 者 もお知

らせ 下 さい。

申 込 み… ７月31 日（ 日 ）までに

ハ ガ キに夫 婦の 住所 ・氏 名 ・

電話 番 号・ 結婚年 月 日・ 町会

名 を書い て〒271 松戸 市 本町

14－ 2 松 戸 第一生 命ビ ル 内松

戸市 社 会福 祉協議 会(S68-

ｎＱｎｑ屈い　へ



市議会6月定例会終わる
下水道処理区域の拡大など8議案を可決

六
月
の
定
例
市
議
会
は
、
十
三

日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
十
一
日

間
、
本
会
議
と
各
委
員
会
を
開
催

し
、
慎
重
に
議
案
の
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

松
戸
市
電
子
計
算
機
処
理
に
係

る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条

例
な
ど
、
次
の
八
議
案
が
可
決
な

ら
び
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
制
定

専
決

処

分
の

報

告

及

び

承
認

（
松
戸
市

市
税
条
例
の

蔀

を
改

正
す
る
条
例
）
・
＝
地
方
税
法
の

改
正
に

伴
い
、
昭

和
六

十
三

年

度
分
の
固
定
資

産
税

お
よ

び
都

市
計
画
税
の
納
期

を
変
更
す

る

た
め

松

戸
市
電
子
計

算
機
処
理
に
係

る
個
人

情
報
の

保
護
に

関
す
る

条
例
…
本
市
に
お
け

る
個
人

情

報
の
電
子
計
算
機

処
理
の

進
展

に

か
ん
が
み
、
行
政
の

適
正

か

つ

円
滑
な
運
営
を
図
り

、
市
民

の

権
利
を
保
護
す

る
た
め

議
会
の
議
員

そ
の

他
非
常
勤
の

職
員
の
公
務
災

害
補
償
等
に
関

す
る
条
例
の

一
部
を
改
正

す
る

条
例
・：
地
方
公

務
員
災

害
補
償

法
施
行
令
の
改
正
に
準
じ

、
他

の
法
令
に
よ

る
給
付
と
の

調
整

を
図
る
た
め

松
戸
私
立
高
等
学
校
及
び
松
戸

匝

立
幼
稚
園
の
学
校

医
・
学
校

歯
科
医
及
び
学
校

薬
剤
師
の
公

務
災
害
補
償
に

関
す

る
条
例
の

一
部
を
改
正
す

る
条
例
…
公
立

学
校
の
学
校
医

、
学
校
歯
科
医

お
よ
び
学
校
薬

剤
師
の
公

務
災

害
補
償
の
基
準
を

定
め

る
政
令

の
改
正
に
準
じ

、
補
償
基
礎
額

の
引
き
上
げ
等
を
図
る
た
め

松
戸
市
下
水

道
条
例
の

一
部
を

改
正
す
る

条
例
・：
公
共
下

水
道

の
処
理
区
域
を
追
加
す
る
た
め

契
約
の
締
結

高
柳
下

流
排
水
整
備
工

事
の
請

負
…
高
柳
下
流
地
区
の
浸
水
解

消
を
図

る
た
め

高
木
小
周

辺
排

水
整
備
第
６
期

工
事
の

請
負
・
＝
高
木
小
学
校
周

辺
の
浸
水

解
消

を
図
る
た
め

上
本

郷
小

雨
水
貯
留
工
事
の
請

負
…
長
津
川
支
川
流
域
の
浸
水

解
消
を
図

る
た
め

参
加
し
ま
せ
ん
か

夏
休
み
親
子
消
費
者
教
室

日
時
・
会
場
・
＝
①
七
月
二
十

五
日
（
月
）
午
前
十
時
～
正
午

・
新
松
戸
南
小
学
校
家

庭
科

室
②
七
月
二
十
八
日

采

）
午

前
十
時
～
正
午
・
稔
台

市
民

セ
ン
タ
ー
料
理
教
室

③
七

月

二
十
九
日
（
金

）
午
前
十

時
～

正

午
・
常
盤
平
第
三
小

学
校

家

庭
科
室

・
テ

ー

マ
・
＝
「
食

べ

も
の

の

色

を

調

べ
よ

う
」

・
講
師
・
消
費
者
問
題
研
究
家

・
増
尾
清
氏

申
込
み
・：
電

話
で

、
希
望
日

を
七
月
十
六
日

玉

）
ま
で

に

消
費
生
活

課
消
費
生
活
係
へ

悪
質
訪
問
販
売
に
ご
用
心

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

７
月
は
強
調
月
間

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
の
防

止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
力
を
含

わ
せ
て
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月

間
が
七
月
一
日
か
ら
全
国
で
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
も
、
こ
の
期
間
中
効
果
的

な
運
動
を
推
進
し

ま
す
。

非
行
の
現
状
と

地
域
活
動
の
重
要
性

我
が
国
の
犯
罪
、
特
に
少
年
非

行
の
現
状
を
見
る
と
、
そ
の
発
生

件
数
は
依
然
多
く
、
凶
悪
事
件
も

跡
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

非
行
の
低
年
齢
化
や
無
職
少
年

の
犯
罪
の
増
加
も
認
め
ら
れ
、
そ

の
動
向
は
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。

六
十
二
年
中
に
市
内
で
、
検
挙

・
補
導
さ
れ
た
少
年
（
未
成
年
）

は
、
六
千
十
三
人
に
上
り
ま
す
。

非
行
の
中
心
は
窃
盗
で
す
が
、

覚
せ
い
剤
乱
用
少
年
も
、
や
や
増

加
の
傾
向
が
あ
り
、
よ
り
一
層
の

注
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
女
子
の
非
行
も
、
前
年
に

比
べ
五
六
％
も
増
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
は
、
豊
か
な
社

会
に
伴
う
人
間
関
係
の
希
薄
化
や

地
域
環
境
の
悪
化
が
原
因
の
一
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
対
処
す
る
に
は
、
青

少
年

自
身
の
意
識
と
家
庭
や

学
校

な
ど
地

域
社
会
が
一
体
と
な
り

、

犯
罪
か
誘

発
し

な
い
よ
う
な
社
会

づ
く

り
と
、
非
行
に
陥

っ
た
少
年

を
更

生
さ
せ
る
地
域
活
動

が
必
要

で
す

。

み
ん

な
で

犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

マ

詳
細
・
＝
援
護
課
庶
務
係

防
ご
う
非
行

助
け
よ
う
立
ち
直
り

七
月
十
四
日
（
木
）

午

前

十

時

～

午

衡

二

持

七
月
十
二
日
（
火
）

午
後

一
時

～
四
時
三
十

分

日

時

市
役
所
本
館
二

階

内
職
相

談
室

金

ヶ

作

中

学

校

体

育

館

会

場

青
少
年
更

生
保
護
相
談

相

談
者
・
保
護
司

一
般
公
開
ケ
ー
ス
研

究
会

お
よ
び

講
演
会

講

師
・
赤
城
少
年

院

院
長
　

原

島
　

実
氏

内

容

監

査

結

果

の

公

表

昭

和
六

十
二

年
度
の
随
時
（
工

事

監
査
）・
財
政
援
助
団
体
監
査

結

果
の

概
要
を
次
の
と
お
り
公
表
し

ま
す
。

昭

和
六

十
三
岳
（

月
十
三
日

松
戸
市
監
査
委
員

高
田

守

原
島
康
廣

松
崎

国
忠

石
井

和
雄

記

〔
随
時
監
査
（
工
事
監
査
）
〕

Ｏ
監
査
対
象
工
事

八
ケ
崎
幹
線
排
水
整
備
（
そ

の
７
）
工
事

松
戸
第
２
処
理
分
区
汚
水
枝

線
工
事
（
そ
の
７
）

監
査
対
象
事
項
＝
設
計
基
準
の

状
況
、
設
計
図
書
等
の
適
否
、

設
計
見
積
の
適
否
、
施
工
計
画

の
状
況
、
工
事
の
施
工
状
況
、

各
種
検
査
の
状
況

・
監
査
の
期
日

昭
和
六
十
三
年
三
月
一
日

監
査
の
結
果
＝
設
計
・
施
工
等

監
査
対
象
事
項
に
か
か
わ
る
監

査
結
果
は
お
お
ひ
ね
適
切
と
認

め
ら
れ
た
。

本
工

事
監
査
は
、
技
術
的
観

点
か
ら
の
監
査
を
主
眼
と
し
て

い
る
た
め
、
専
門
的
技
術
士
の

派
遣
を
社
団
法
人
・
日
本
技
術

土
会
に
委
託
し
、
設
計
図
書
等

の
審
査
及
び
現
場
で
の
実
地
調

査
を
実
施
し
関
係
職
員
の
説
明

を
受
け
て
行
っ
た
。

財
政
援
助
団
体
監
査
〕

監
査
対
象
団
体

財
政
援
助
か
行
わ
れ
た
各
種
団

体
の
う
ち
、
市
民
部
安
全
課
及

び
経
済
部
商
工
課
に
か
か
お
る

次
の
二
団
体

松
戸
市
安
全
都
市

協
議
会

心

松
戸
市
勤
労
者
福
祉

協
議
会

監

査
対

象
事
項
＝

補
助
事
業
が

補
助
目

的
に
そ

っ
て

適
切
に
執

行
さ
れ
て
い

る
か
。
補
助
事
業

に
か
か
わ

る
経
理

が
適
切
に
行

わ
れ
て
い

る
か

。
事
業
目
的
に

そ

っ
て
効

率
的
に

運
営
さ
れ
て

い
る
か

。
以
上
の

事
項
を
重
点

に
監
査
を
実

施

監
査
の
期
間
＝
昭

和
六
十
三
年

二
月
二
日
～
同
年
二
月
十
日

補
助
目
的
・
効
果

松
戸
市
安
全
都
市
協
議
会
‥
‥
松

戸

市
安
全
都
市
協
議
会
は
、
昭

和
三
十
七
年
三
月
に

松
戸
市
議

会
に
お
い
て
宣

言
さ
れ
た
「
安

全
都
市
宣
言
」
に
基
づ
き
、
昭
和

三
十
七
年
四
月
に

組
織
さ
れ
、

安
全
運
動
を
推

進
し
て

、
市
民

の
安
全
意
識
の

普
及

徹
底
を
図

る
と
共
に
、
交

通
災
害
、
産
業

災
害
、
学
校
災

害
、
火
災
及
び

防
犯
等
の
予
防
措

置
を
図
り
、

市
民
福
祉
の
増

進
に

寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

又
、
同
協
議
会
へ
の
補
助
は
、

交
通
安
全
事
業
等
を
行
う
た
め

に
要
す
る
費
用
と
し
て
有
効
に

利
用
さ
れ
、
十
分
に
効
果
を
あ

げ
て
い
る
。

松
戸
市
勤
労
者
福
祉
協
議
会
＝

松
戸
市
勤
労
者
福
祉
協
議
会
は

市
内
の
加
盟
単
位
組
織
労
働
組

合
間
の
相
互
協
調
を
高
め
、
も

っ
て
加
盟
労
働
者
の
福
祉
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

又
、
同
協
議
会
へ
の
補
助
は
、

加
盟
労
働
者
の
親
指
と
健
康
増

進
を
図
る
た
め
の
各
種
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
開
催
、
文
化
・
教
養

を
高
め
る
た
め
の
講
演
会
・
学

習
会
の
開
催
等
各
種
事
業
を
行

う
た
め
に
要
す
る
費
用
と
し
て

有
効
に
利
用
さ
れ
、
十
分
効
果

を
あ
げ
て
い
る
。

監
査
の
結
果
＝
収
支
の
会
計
経

理
に
か
か
わ
る
事
務
処
理
及
び

帳
簿
並
び
に
証
拠
書
類
等
は
、

お
お
む
ね
適
切
で
、
補
助
目
的

に
沿
い
運
営
さ
れ
て
い
る
も
の

と
認
め
ら
れ
た
。

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

７月

松
戸
ク
ロ
ツ
キ
ー
の
会
作
品
展
…
五
日
～
十
日

第
六
回
白
の
会
洋
画
展
・
＝
十
二
日
～
十
七
日

第
二
十
九
回
緑
樹
会
洋
画
展
・
＝
十
二
日
～
十
七
日

開
館
時
間
は
月
曜
・
祝
日
を
除
く
毎
日
午
前
十
時
～
午
後
六
時

初
日
と

最
終
日
は
時
間
の

変
更
も
あ
り
ま
す

（
文
化
ホ

ー
ル

。
。
6
7
－
7
8
1
0

番
）

映
画
と
人
形
劇
お
は
な

し
キ
ャ
ラ
バ
ン

（
入
場
無
料
・
三
～
九
歳
く
ら
い

が
対
象
）

テ
レ

ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
「
で

ん
わ
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

豊
6
3－

９
９
９
９
番

十

五
日

十
四

日

七

月
十
三
日

期

日

小

金

市

氏
セ

ン

タ

ー

矢

切

公

民

館

図

書

館

本

館

会

場

午

後

三

時

～

四

時

午
後
三
時
～
三
時
三
十
分

時

間

定
員
に

な
っ
た
場
合
は
入
場
を
お
断
り
し
ま
す

。

詳
細
・
：
市
立
図
書
館
四
6
5－
5
1
1
5

番

国保松戸市立病院

子供の夏期眼科検査は予約制

期間…７月21日(木)～８月31

日(水)

内容…幼児(３歳以上)、小・

中学生の斜視、弱視、視力、

屈折異常などの検査

予約受付け…７月５日(火)か

ら、眼科外来で電話でのみ受

け付けます(先着順)。

受付時間…午後２時~４時(土

・日曜日は除く)

詳細…国保松戸市立病院眼科

外来S63-2171 内線1134番

松戸市防災行政用無線局の

放送時間が変わります

防災行政用無線局で放送している｢歌の街｣

の放送時間が､7月21日(木)から８月31日(水)

の間、午後６時からの放送に変わります。

E〉詳細…防災課

市立図書館常盤平分館が休館

常盤平分館は市民センター改修工事のため

７月10日（日）～31日（日）まで休館します。

詳細…図書館S65-5115 番



み
な
さ
ん
の
健
康
の
担
い
手

健
康
推
進
員

1
6
3
人

が
決
ま
る

健康推進員の家庭訪問

六
十
三
年
四
月
に
、
百
六
十
三

人
の
健
康
推
進
員
が
町
会
・
自
治

会
の
推
薦
で
市
長
か
ら
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

健
康
推
進
員
は
、
妊
婦
や
乳
幼

児
の
い
る
家
庭
を
訪
問
し
て
。
市

で
行
っ
て
い
る
母
親
学
級
や
育
児

相
談
、
健
康
診
査
の
す
す
め
、
成

人
病
予
防
の
健
康
教
室
の
案
内
な

ど
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
と

を
結
ぶ

パ
イ
プ
役
と
な

っ
て
い
ま

す

。健

康
に
つ
い
て

知
り
た
い
時
、

お
困
り
の

時
は

、
お
近
く
の
健
康

推

進
員

さ
ん
に
声

を
か
け

て
下
さ

い

。

マ
詳
細
・
・・
健
康
管
理

課
保
健
計
画

係

【
松
戸
方
面
】
小
関
喜
佐
子
、

鈴
木

俊
子
、
鈴
木
初
江
、
古
宮
雅

代
、
平

島
愛
子
、
古
賀
と
し
子
、

伊
東
正

恵
、
菅
野
須
磨
子
、
鎌
田

絹
子

、
中
島
綾
子
、
小
笠
原
き
み

子
、

林
か

ほ
る
、
石

井
嘉
那
江
、

小
山
ほ

づ
み

、
小
島
暁
子
、
相
倉

時
子

、
臼
木
ユ
リ
子

、
奥
田

恵
子
、

井
口
和
子

、
薮
理
恵
子
、
千
本
木

早
苗

、
秋
本
和
子
、
中
山
萩
子
、

川
端
捷
子
、
中
野
叔
江
、
伊
勢
谷

ツ
ヤ
子

、
渡

辺
節
子
、
古
市
美
津

代
、
高
堀
妙
子
、
渡
邉
梅
子
、
中

村
ス
ミ
子

、
飯
村
益
江

、
宮
本
園

子
、
堀
部
幸
子

、
矢

口
良
子
、
佐

藤
順
子

、
成
塚
孝
子
、
酒
井

泰
代
、

小
白
井
智
恵

、
湯
浅
啓
子
、
坂
口

順
子

、
石
井
い
し

、
大
原
京
子
、

岡
野
愛
子

、
右

近
康
子

、
須
藤
一

枝
、
田
辺

す
い
子

、
森
山
光
子
、

江
口
千
代

、
石
坂

芳
枝
、
中
村
絢

子
、
米
倉

年
柄

、
石
川

和
子
、
郷

ク
ニ
、

橋
本
節
子

、
伊
藤
茂
子
、

長
谷
川
容
子
、

中
村
定
子
、
梅
村

栄
子
、
朝
倉
泰
代
、
木
住
野
雅
子

、

根
原
清
子

、
徳

永
道
子

、
橋
口
佐

知
子
、
橋
本
有
子

、
伊
藤
次
子

、

木
村
祥
子

、
伊
藤
敏
子

、
岩
本
三

重
子
、
高

橋
春
子

【
小
金
方
面
】

小
松
敦
子

、
青
柳
ト
ミ
子

、
山
田

み
よ
、
田

口
美
恵
子
、
西
川

紀
世
、

太
田
照
子

、
豊
田

雅
也
子

、
河

野

八

枝
子

、
広
瀬

和
子

、
中
山
房
江
、

譲
原
迫

子
、
斉
藤
敏
子

、
三
木

亀

子
、
久

米
谷
可
子

、
椿
満
里
子
、
生

田
け
ゑ
子
、
宍
戸
シ
ズ
エ
、
三
ッ

橋
良
子
、
中

嶋
逸
子

、
高
冨
啓
子
、

元
田

利
子
、

大
坪

美
代
子

、
武
田

公
子

、
中
津
孝
子

、
大
谷

部
美
恵
、

鈴
木
真
理
子
、
藤
満
幸
子

、
稲
葉

良
子
、
渡
辺
ミ
ヨ
、
石
鍋
ヤ
エ
、

板

倉
美

重
子
、

神
近
幸
枝

、
竹
内

昌
子
、
種
山
綾
子

、
相
場
芙
美

代
、

加
納
英
子

、
小
林
洋
子
、
斉

藤
里

子

、
瀬
沼
百

合
子

、
鈴
木
久
子
、

鈴
木
き
み
子

、
草
柳
芳
子

、
生
島

文
子

、
滝

洋
ち
よ
子

、
岡
田

妙
子
、

清
水
し
づ
、
松
谷
喜
久
世

、
東
幸

子

、
松
尾
雪
枝
、
佐
藤
幸
子

、
瀬

山
モ
モ

エ
、
織
田
正
子

【
常
盤

平

方
面

】
木
内
と
し
子

、
名
倉
澄
子

、

小
林
ヒ

サ
コ

、
渡
辺

美
知
子
、
尾

崎
末
栄
、
綿
森
和
子
、
石

森
幸
子
、

川
ロ
ト

キ
子

、
中
島
の

ぶ
子
、
笹

本
文
枝
、
上

遠
野
利
子

、
八
木
典

子
、
広
瀬
富
江

、
石
井

順
子
、
白

石
裕
子
、
田

島
末
子

、
山
崎
弘
子

、

井
上
良
子

、
青
木
あ
さ
、
山
内
サ

ダ
子
、
友
野
功
子

、
成
島
葉
子
、

宮
田
サ
ヨ
子

、
小
玉

ミ
ソ

、
松
村

洋
江
、
吉
田

孝
子

、
角
地
正
子
、

柳
裕
子
、
細
谷
玲
子
、
中
野
八
重
、

安
西
和
子
、
金
子
き
よ
子
、
青
山

恵
子
、
岡
本
桂
子
、
山

野
辺
里
子
、

鈴
木
道
子

、
椴
博
子

、
小
暮
智
江

子
、
久
保
せ
つ
子

、
早
瀬
和
子
、

徳
広
淑
子

（
敬
称
略
）

老後の生活を支える国民年金

受
給
で
き
る
年
金
は
？

一
号

、
二

号
、
三
号
被
保

険
者

（
イ
ラ
ス
ト
参
照
）
に
共
通

な
も

の
と
し
て

、
老
齢
基
礎
年
金

が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
二
十
五

年
以

上
保
険
料
を
納
め
た
人
が
、
六
十

五
歳
に

な
っ
た
と
き
に
受
け
ら

れ

る
年
金
で

す
。

そ
の
ほ
か
に
は
、
ケ

ガ
や

病
気

で
障
害
者
に
な
っ
た
場
合
に
給
付

さ
れ
る
障
害
基
礎
年
金
、
死
亡
し

た
ら
遺
族
に
給
付
さ
れ
る
遺
族
基

礎
年
金
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
一
号
被
保
険
者
の
独
自

の
給
付
と
し
て
、
夫
が
年
金
を
受

け
な
い
で
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の

妻
に
給
付
さ
れ
る
寡
婦
年
金
、
三

年
以
上
保
険
料
を
納
付
し
た
人
が

死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
遺
族
に
支

給
さ
れ
る
死
亡
一
時
金
が
あ
り
ま

す
。い

ず
れ
の
年
金
に
も
、
保
険
料

を
納
め
た
期
間
や
、
そ
の
ほ
か
受

給
す
る
た
め
の
資
格
要
件
が
あ
り

ま
す
。

（別式）63 年度老齢基礎年金の年額の出し方

別表３　加入可能年数

生 年 月 日 年 数

大15 ・4 ・2 ～ 昭２ ・４ ・１ 25年

昭２ ・４ ・２ ～ 昭３ ・４ ・１ 26

昭３ ・４ ・２ ～ 昭４ ・４ ・１ 27

昭４ ・４ ・２ ～ 昭５ ・４ ・１ 28

昭５ ・４ ・２ ～ 昭６ ・４ ・１ 29

昭 ６ ・４ ・２ ～ 昭フ ・４ ・１ 30

昭7・４・２～昭８・４・１ 31

昭８ ・４ ・２ ～ 昭９ ・４ ・１ 32

昭９ ・４ ・２～ 昭10 ・4 ・1 33

昭10 ・4 ・2 ～ 昭1い ４ ・１ 34

昭11 ・4 ・2 ～ 昭12 ・4 ぺ 35

昭12 ・4 ・2 ～ 昭13 ・4 ・1 36

昭13 ・4 ・2 ～ 昭14 ・4 ・1 37

昭14 ・4 ・2 ～ 昭15 ・4 ぺ 38

昭15 ・4 ・2 ～ 昭16 ・4 ・1 39

昭16 ・4 ・2 ～ 40

老齢基礎年金は年額いくらもらえるの？

(63年度年金額)

老
齢
基
礎
年
金

満
額
は
6
2万
７
干
２
百
円

老
齢
基
礎
年
金
は
、
二
十
歳
か

ら
六
十
歳
に
な
る
ま
で
四
十
年
間

す
べ
て
保
険
料
を
納
め
た
場
合
、

六
十
五
歳
か
ら
受
給
で
き
る
年
金

は
、
満
額
の
六
十
二
万
七
千
二
百

円
（
年
額
）
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
昭
和
十
六
年
四
月
一

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
は
、
国
民

年
金
制
度
の
発
足
が
昭
和
三
十
六

年
四
月
の
た
め
、
そ
の
時
か
ら
加

入
し
て
い
て
も
、
六
十
歳
に
な
る

ま
で
に
、
四
十
年
間
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

そ

こ
で

、
優
遇
措
置
と
し
て

、

「
加
入
可

能
年
数
」
が
決
め
ら
れ

て
い

ま
す

（
別
表
３

）
。

こ
の

加
入
可

能
年
数
す
べ
て

保

険

料
か
納
め

る
と
、
四
十
年
間
納

め
た

場
合
と
同
じ
く
、
受

給
額
は

満
額
の

六
十
二
万
七
千
二
百
円
と

な
り
ま

す
。

ま

た
、
納
め
た
年
数

が
四
十

年

に
足

り
な
い

人
の
受
給
額
は

、
別

式
の
よ

う
に

計
算
さ
れ
ま
す

。

四
十
年
開
納
め
た
人
と
二
十
五

年
し
か
納
め
て
い
な
い
人
で
は
、

年
額
約
二
十
三
万
円
も
違
い
ま
す
。

ゆ
と
り

あ
る
老
後
の
生
活
を
過

ご
す
た
め
に

も
、
保
険
料
は
完
納

に
ま
し
ょ
う
。

▽
詳
細

…
国
民

年
金

課

保険料は便利な口座振替で！！

手続きは、あなたの預金口座のある市内の

金融機関へ、市から送付された国民年金の納

付書、預金通帳、印鑑を持参して申し込んで

下さい

毎月納めに行く手数がはぶけ、納め忘れも

なく安心です。

国民年金は、働ける世代とお年寄りの世代が助け合う制度です。

しかし、保険料を一定の期間納めなければ、年をとってから年金

は受給できません。

働ける若いうちから、将来のことを考えておきましよう。国民年

金は、将来の安心・ゆとりある老後の生活を支えています。

世
代
と
世
代
の
た
す
け
あ
い

公
平
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
年
金
制
度

今
、
日
本
は
諸
外
国
で
も
例
の

な
い
速
さ
で
高
齢
化
社
会
へ
と
進

ん
で
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
老
後
の
生
活
を
支

え
る
公
的
年
金
の
果
た
す
役
割
は
、

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。公

的
年
金
は
、
「
世
代
と
世
代

の
助
け
合
い
」
で
成
り
立
っ
て
い

る
制
度
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
年
金
制
度
を
長

期
に
わ
た
っ
て
安
定
さ
せ
る
た
め

に
は
、
す
べ
て
の
面
で
公
平
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
部
の
人
た
ち
が
優
遇
さ
れ
て

い
た
り
、
保
険
料
を
負
担
し
て
い

る
世
代
の
月
収
よ
り
も
年
金
の
方

が
高
い
と
い
う
こ
と
で
は
、
公
平

は
保
て
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
、

国
民
年
金
の
保
険
料
、
受
給
額
な

ど
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
、国
民
年
金
に
は
、必
ず
加

入
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
人
（
イ

ラ
ス
ト
）
と
任
意
に
加
入
で
き
る

人
（
別
表
1
）
と
が
あ
り
、
届
け
出

が
必
要
な
場
合
は
別
表
２
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
は
月
額

７
干
７
百
円
に

六
十
三
年
四
月
か
ら
国
民
年
金

保
険
料
は
、
月
額
七
千
七
百
円
に

な
り
ま
し
た
。

年
金
は
、
加
入
者
の
み
な
さ
ん

が
納
め
て
い
る
保
険
料
の
積
立
金

と
国
の
負
担
金
で
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

一
方
、
年
金
を
受
け
る
人
は
年

年
増
え
て
お
り
、
年
金
の
受
給
額

も
毎
年
引
き
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、

大
変
多
く
の
費
用
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
保
険
料
と
年
金
の
受

給
額
と
の
バ
ラ
ン
ス
や
生
活
水
準

な
ど
を
考
慮
し
、
加
入
者
の
み
な

さ
ん
の
負
担
が
急
に

重
く
な
ら
な

い

よ
う
に
、
保
険
料
を
段
階
的
に

引
き
上
げ
て
い
る
わ
け
で
す
。

国
民
年
金
は
、
働
く
世
代
が

お

年
寄
り
の
生
活
を
支
え
て
い
く
制

度
で

す
。

あ
な
た
の
老
後
の
安
心
の
た
め

に
も
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
に
ご

理
解
を
願
い
、
滞
納
の
な
い
よ
う

に
納
付
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し

ま
す
。

別表２　国民年金の届け出が必要な場合

20歳の誕生日を迎えた場合（厚生年金などに加入して

いる人は除く。学生は任意）

会社を60歳になる前に退職しか場合

加入している年金が変かっか場合

結婚や減収などで扶養に入つた場合

離婚や増収などで扶養がらはずれた場合

引つ越ししか場合

第１号被保険者が国外へ居住して、任意加入する場合

第１号、第３号被保険者が帰国した場合

任意加入をするとき、やめるとき

保
険
料
の
免
除
制
度

申
請
は
七
月
三
十
日
ま
で

長
い
人
生
に
は
、
思
い
が
け
な

い
こ
と
が
あ
る
も
の
で
す
。

不
慮
の
事
故
や
病
気
な
ど
で
働

け
ず
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納

め
た
く
て
も
納
め
ら

れ
な
い
時
期

か
お
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
時
の
た
め
に
、
強
制
加

入
の
第
一
号
被
保
険
者
に
は
、
保

険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
免
除
を
受
け
る
場
合
に
は
、

所
得
が
低
く
税
金
が
課
せ
ら
れ
て

い
な
い
な
ど
の
一
定
の
基
準
が
あ

り
ま
す
。

こ
れ
を
申
請
免
除
と
い
い
ま
す

が
、
い
く
ら
所
得
が
低
い
と
い
っ

て

も
、
高
額
の
生
命
保
険
料
や
個

人

年
金
を
支
払
っ
て
い
た
り
、
住

宅
な
ど
の
ロ
ー
ン
を
返
済
し
て
い

る
場
合
に
は
、
免
除
の
対
象
と
は

な
り
ま
せ
ん
。

今
年
の
四
月
か
ら

一
年
間
、
保

険
料
の

免
除
を
受
け
た
い
人
は

、

七

月
三

十
日

全

）
ま
で
に
市
役
所

国

民
年
金
課
に
申
請
し
て
下

さ
い

ま
た
、
免
除

を
受
け

た
期
間
は
、

十

年
前
ま
で

さ
か
の

ぽ
っ
て
、
保

険
料
を
納
め
ら
れ
る
「
追
納
」
と
い

う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

六
十
一
年
の
三
月
分
ま
で
は
、

当
時
の
保
険
料
額
で
納
め
ら
れ
ま

す
が
、
六
大

年
四
月
以
降
の
免

除
期
間
の
保
険
料
を
、
六
十
四
年

四
月
一
日
以
降
に
追
納
す
る
場
合

に
は
、
五
・
五
％
の
複
利
計
算
で

利
子
を
加
算
し
た
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き
た
と
き

は
、
必
ず
追
納
す
る
よ
う
心
が
け

て
下
さ
い
。

それぞれ、手続きに必要な書類などが異なりますので、

注意して下さい。

別表１　国民年金に任意に加入できる人（任意加入者）

日本国内に住所のある60歳以上65歳ま満の人で、不足している受給

資格期間（５年以内）を満すための人

受給資格のある人で、年金額を増すために加入する人

(加入可能年数を満している人は、納付しても年金額は増えま

せん)

老齢（退職）年金を受給している人

20歳以上の学生

海外に在住している20歳以上65歳末満の日本人

国民年金に必ず加入しなければならない人（強制加入者）

6
3年
度
市
町
村
振
興
宝
く
じ

「
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
」
の
発

売

予
約
申
込
み
・
こ
七
月
十
五
貝

金

上
干
五
貝
月
）
に
宝
く
じ
売

場
で
予
約
券
を
交
付
し
ま
す
。

官
製
往
復
ハ
ガ
キ
の
申
し
込
み

は
、
同
期
日

（
最
終
日

消
印

有

効
）
に
〒
一
〇
〇
東
京

中
央

郵

便
局
留
置
第
一
勧
業
銀

行
宝
く

じ
部
あ
て
、
横
に
郵
便

番
号

・

住
所
・
氏
名
を
明
記
し

、
「
宝

く
じ
」
と
赤
色
で
書
き

、
四

角

で

囲
ん
で

下

さ
い

。
裏
面
に

は

「
サ
マ
ー
ジ

ャ
ン

ボ
」
と

だ
け

記
入
。
返
信
ハ
ガ
キ
に
も
、
郵

便
番
号
・
住

所
・
氏

名
を
明
記

予
約
券
ま
た
は
ハ
ガ
キ
一
枚
で

三

十
枚
ま
で
予
約
で
き

ま
す
。

抽
せ
ん
日
…
九
月
二
十

吾

栄

）

詳
細
三

町

千
葉

県
市
町

村
振

興
協
ふ
蓉
0
4
7
2

－
2
2－
8

4
4
3

番

千
葉
県
物
資
流
通
統
計
調
査
に

ご
協
力
下

さ
い

県
で
は
、
毎
年
、
物
資
流
通
統

計
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
建
設
、
製
造
、

卸
・
小
売
業
に
属
す
る
事
業
所
の

原
材
料
、
商
品
や
製
品
な
ど
の
流

通
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
七

月
に
調
査
を
行
い

ま

す
の
で

、
調
査
員

が
伺
い
ま
し

た

ら

ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、
調
査
票
は
統
計
以
外
の

目

的
に

は
使
用
し
ま
せ
ん
の
で

、

正
確
に

記
入
し
て

下

さ
い
。

マ
詳
細
・
・
総
務
部
庶
務
課
統
計
係

県
内
の
卓
越
し
た
技
能
者
表
彰
候
補
者
の
推
薦

対
象
・・
表

彰
日

現
在
県
内
に
就

蕃

莱

妊

婁

所

を
営
む
人
で

、

そ
の
有

す
る
技
能
が
卓
越
し
て

お
り
、
県
内
業
界
で

第
一
人
者

で

あ
る
人

。
ま
た
、
十
五
年
以

上

の

経

験

を

有

し

、

満

三

十

五

歳

以

上

で

ほ

か

の

技

能

者

の

模

範

と

認
め

ら

れ

る

人

推

薦

期

限

＝
・
七

月
一
干

日
（
水

）

詳

細

＝
商

工

課

労

政

係

原
子
力
安
全
功
労
者
表
彰
候
補
者
の
推
薦

対
象
・
・・
原
子
力
の
安
全
確
保
に

優
れ
た
成
果
を
あ
げ
、
原
子
力

の
安
全
基
準
の
策
定
・
安
全
審

査
に

多
年
に
わ
た
り
精
励
し
、

地
域
社
会
に
お
い
て
安
全
確
保

に
尽

力
し

た
個
人
ま
た
は
団
体

（
黄

・
紫

・
藍
綬
褒
賞
を
受
賞

し
た
人
は
除

く
）

・
推
薦

期
限
＝
七

月
十
二
日
（
火
）

詳
細
・
＝
商
工

課
労
政
係

婦人就業技術講習会

(商業簿記２級)

日時…９月12日～11月11日の毎週月・

水・金曜日( 計24回)､午前10時～午後

４時

定員…20人

対象…就業を希望する婦人で商業簿記

３級程度の実力がある人

費用…無料( 教材費は自己負担)

子供同伴の受講はできません。

申込み…７月18日(月)～22日(金)に、

本人が印鑑・ハガキを持参し、直接千

葉県婦人就業援助センター( 千葉市千

葉港４－３経営者会館３階、S0472 ―

47-8541 番) へ

江戸川堤防で除草剤新布

期間…7月８日(金)～22日(金)

場所…下矢切小野良～下矢切

中津、上矢切外畑～小山、古

ヶ崎～七右衛門新田

現地には看板で表示します。

詳細…建設省江戸川工事事務

所松戸出張所043-3722 番

訪問看護・パート看護婦募集

募集人員…若千名

対象…50歳くらいまでの人で

週２～３日程度勤務できる人

勤務…月～金曜日の午前９時

～午後５時

申込み…７月13日(水)までに

健康管理課保健計画係へ

ベートーヴェン第九

ソリスト公募

日時…９月６日(火)午後５時

30分〔演奏日12月18日(日)〕

会場…市民劇場

対象…市内在住・在勤の人

申込み…ハガキで〒271 松戸

市上本郷3540松戸第九実行委

員会大沢俊子（登67-1798番午

後７時～９時）へ

大江戸花火まつりのため

古ヶ崎付近で交通規制

日時…７月29日(金)午後６時

30分～10時〔雨天・荒天の場

合は８月26日(金)に延期〕

会場…古ケ崎の江戸川河川敷

交通規制区域…古ケ崎1丁目、

栄町西４丁目・５丁目、流山

街道と江戸川河川敷の間など

詳細…フジテレビジョン事業

局登03－358－8265番

障害者に理解を

通行量調査

アルバイト募集

日 時 …7 月24 日（ 日 ）･25日（ 月 ）

午 前８時 ～午 後 ７時

場所 …松 戸駅 、常 盤 平駅 、五

香駅 、新 松戸 駅 周辺

ア ル バイト 料 … １ 日6,050 円

（交 通費 含む ）

定 員 …157 人（先 着順 ）

た だし ２ 日間勤務 可 能な 人（ 高

校生不 可 ）

申 込 み… 電話 で松 戸 商工 会議

所S64-3111 番へ （ 月 ～金曜

日の 午前 ９時 ～ 午後 ４時 ）

経営・融資相談

日時…７月20日(水)午前10時

～午後４時

会場…市民相談コーナー

内容…経営および融資全般

相談者…中小企業経営コンサ

ルタント

費用…無料

詳細…商工課振興係

７月は河川愛護月間

水辺にやすらぎ

こころにゆとりを



市民会館

ホール市

民劇場

今月の

おもな

催し物市民会館ホール 市 民 劇 場

期日 内 容 開演時間 期日 内 容 開演時間

7/2( 土) バレエ発表会 15 二30 7/1 窟 母子衛生講演会 13 : 00

２出 ピアノ発表会 15 : 00
３旧） 松戸市合唱連盟

合唱交歓会
13 : 00

３旧） ピアノ発表会 15 : 00

９出 小さな親切運動

25周年大会
14 : 00 ９(土) ピアノ発表会 15 : 00

10く日） バレエ発表会 15 : 30
16山 ピアノ発表会 １３ ： ５０

籾日） シンポジウム(町づくり) 12 : 00

17(日) 万作踊り発表会 9:45
19(火) 音楽おさらい発表会 18 : 00

19伏）
小金原バレエ
パフォーマンス

17:00 20(水) ピアノ発表会 14 : 30

21困 ピアノ発表会 14 : 00

21困

松戸親と子の

よい映画をみる会　☆

｢街は虹いろ子ども色｣

10 : 00

12 : 10

14 : 20

16 : 30

18 二40

22廊 ﾋﾟｱﾉ･電子ｵﾙｶﾞﾝ発表会 12 : 00

23山 バイオリン発表会 14 : 30

24(日) ピアノ発表会 13 : 00

22白

松戸手をつなぐ親の会

映画会

｢オバケちゃん｣

｢べっかんこ鬼｣　☆

10 : 00

12 : 00

14 : 00

16 : 00

18 : 30

26(火) ﾋﾟｱﾉ･エレクトーン発表会 13 : 30

27(水) ﾋﾟﾌﾌﾉ･電子ｵﾙｶﾞﾝ発表会 10 : 00

30(土) ピアノ発表会
ピアノ発表会

１３
１８

00
00

31(日) ピアノ発表会 15 二0024(日) 白ばら
夏休み親子映画会

ﾛﾋﾞﾝﾌｯﾄﾄﾞ･啓発映画･ｴﾝﾄﾞｱ

9:15

13 : 3∩

市民会館・市民劇場とも、休館日は月曜日です。

☆印のついている催し物は有料です。

詳細…市民会館S68-1237 ～8 番、市民劇場登68－0070番

地震

だ

あなた
の役は

日

ご

ろ

の

安

全

対

策

は

災

害
は

、
い
つ

発
生

す

る
か
私

た
ち
に

は

予
想

が
つ

き

ま
せ

ん
。

地
震

も
同
じ

で

す

。
突
然

″
グ

ラ
ツ

″
と
き
た
ら
我
を
忘
れ
て
あ
わ
て
て
し
ま
い
ま
す
。

で

も

、
こ

ん
な
と

き

、
日
ご

ろ
の

心
が

ま
え

が

あ

れ
ば

、
突

然
、

地
震

が
起

き
て

も
あ

わ
て

ず
に

対

処
で

き
ま

す
。

今
回

は
、
家

庭
内

の

安
全

点
検

、
防

災
用

具
の

備
え

な

ど
、

家
庭
内

で

で
き

る
地

震
対

策
に
つ

い

て

の
べ

て
み

ま
し

よ
う

。

地
震
に
よ
る
大
き
な
揺
れ
は
長
く
て
も
一
分
間

程
度
で
お
さ
ま
り
ま
す

グ
ラ
ッ
と
き
て
も
、
あ
わ
て

ず
、

落
ち
つ

い
て

行
動
す
れ

ば
、

地
震

発
生
時
の
火
災
に
も
対
処
で
き

、

負
傷
者
の
救
護
か
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

地
震
に

よ
る
被
害
の
防
止

、
軽

減
を
す
る
た
め
に
は
、
日

ご
ろ

か

ら
各
家
庭
内
で
安
全
点

検
を

行
う

こ
と
が
大
切
で
す
。

次
の
こ
と
を
十
分
に
注
意
し

な

が
ら
、
災
害
発
生
の
原
因
と

な
る

も
の
を
確
認
す
る
こ
と

も
必
要
で

し

ょ
う
。

建

物
の
防
災
診
断
を
専
門

家
に

点
検
し
て

も
ら
う

○
耐
震
化

診
断
を
行
い

、
弱
い
と

こ
ろ
は

補
強
す
る
。

○
ブ
ロ
ッ

ク
塀
、
石

塀
、
門

柱
な

ど
を
点

検
し
て

、
不

適
格
な
も

の
は
改

善
、
補
強
す

る

口

家
具
類
の
転
倒
防

止

○
ダ
ン
ス
、
食
器
棚
な

こ
の
家
具
類

は
壁
に
固

定
す

る

○
家
具
の
上
に
落
下
に
し
や
す
い
物
、

重
い
物
や

ガ
ラ
ス
類
は

置
か
な

い
○
つ
り
下

げ
式
の
照

明
器
具
は

落

下
し
な
い
よ

之

桶
強
す
る

○
窓
ガ
ラ
ス

な
ど
を
点
検
し
て

弱

い
と
こ
ろ

を
補
強
す

る

国
出
火
防
止
の

徹
底

○
火
気
使
用
器
具
周
辺
の
点

検
整

備
と
火
気
の

管
理
か
励
行
す

る

○
火

気
使
用
器
具
周
囲
の

整
理

整

と
ん
を
し
て
お
く

○
危
険
物
は
倒
れ
な
い
よ

う
に

保

管
す
る

回
防
災
用
具
な
ど
の
備
え

○
出
火
に
備
え
て
消
火
器
、

バ
ケ

ツ
な
ど
を
準
備
し
て

お
く

○
使
い
終
わ
っ
た
ふ
ろ
の
水
は
、
残

し
て

生
活
用
水
、
消
火
用
水
と

し
て

用
意
し
て
お
く

○
非
常
用
飲
料
水
は
、
三
日
分
程

度
準
備
し
て
お
く

○
食
料
は
、
長
期
保
存
の
で
き

る

食
品
を
用
意
し
て
お
く

○
生
活
必
需
品
を
用

意
し
て

お
く

（
下

着
、
毛
布
、
タ
オ
ル
、
石

け

ん
、
チ
リ
紙
、
マ
ッ
チ
、

口

ウ
ソ

ク
な
ど
）

○
応
急
医

薬
品

を
用
意
し
て

お
く

（
包

帯
、
傷
薬
、
三
角
巾
、
ば

ん
そ
う
こ
う

、
（

サ
ミ

、
ピ
ン

セ
ッ
卜
な
ど
）

○
避
難
用
器
材
の

準
備
（
ラ
ジ
オ
、

懐
中
電
灯
、
ベ
ル
メ
ッ
卜
、
ビ

ニ

ー
ル
シ

ー
ト
な

ど
）

五
月
に
一
度
は
、
わ
が
家
の
防
災

会
議

日
ご
ろ
か
ら
心
の
準
備
を
し
て

お
く
た
め
月
に
一
度
、
家
族
全
員

が
集
ま
っ
て
地
震
対
策
か
確
認

す
る

家
族
同
士
の
安
全
の
確
認
、
連

絡
方
法
、
非
常
持
出
品
な
ど
を

決
め
て
お
く

ｙ
詳
細
…
防
災
課

地震で到壊したブロック塀（昭和58年の日本

海中部地震）

防
災
行
政
用
無
線
局
か
ら

突
然
ピ
ー
と
音
が
し
た
ら

ス
ポ
ラ
デ
ィ
ッ
ク
現
象

市
内
数
力
所
の
放
送
塔
で
、
定

時
放
送
（
午
後
五
時
）
以
外
に
突

然
、
雑
音
が
入
り
付
近
の
み
な
さ

ん
に
ご
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
。

原
因
と
思
わ
れ
る
の
は
、
ス
ポ

ラ
デ
ィ
ッ
ク
現
象
と
呼
ば
れ
て
い

る
電
波
障
害
で
、
大
気
が
不
安
定

な
今
の
時
期
に
発
生
し
や
す
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

近
く
の
放
送
塔
か
ら
ス
ポ
ラ
デ

ィ
ッ
ク
現
象
と
思
わ
れ
る
雑
音
が

出
た
時
は
ご
連
絡
下
さ
い
。

▽
連
絡
先
…
阪

火
課

僕

た

ち

の

遊

び

場

は

お父さん手づくりの

アスレチックだ！！

桜

井

裕

真

く
ん

（
稔

台
小
六
年
）

石

山
英

樹

く
ん

（
稔
台
小

六
年

）

学
校
で
友
達
か
ら
、
こ
の
広
場
が
で
き
た
の

を
聞
き
ま
し
た
。

こ
こ
は
、
自
由
に
遊
べ
る
の
で
、
み
ん
な
よ

く
来
ま
す
。

一
番
お
も
し
ろ
い
も
の
は
、
ス
リ
ル
ガ
あ
る

の
で
タ
ー
ザ
ン
（
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
）
で
す
。

遊
び
道
具
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
い
ろ
い

ろ
工
夫
し
て
遊
ん
で
い
ま
す
。

「みのり台ワールド」と名付けられた、ア

スレチック広場が、地元の子どもたちの間で、

人気を呼んでいます。

この遊び場は、稔台連合町会青少年部のお

父さんお母さんたちが、子どもたちの冒険心

が育つようにと、古い電柱を使って２ヵ月が

かりで作ったもの。

斜面を生かして、ロープウェー、丸太平均

台など８種類のアスレチック施設があります。

町会の大工、佐藤邦雄さんの指導もあって、

出来栄えは見事なもの。

初夏の日差しをあびて、ローブを滑る子ど

もたちの喚声が、青空に響き渡っていました。

ま
つ
ど
の

歴
史 本

土
寺
の
文
化
財

本
土
寺
が
建
立
さ
れ
て

か
ら
、
早

く
も
七
百
年
が
経

っ
て
い

ま
す
。

こ
の
間
、
何
度
か

戦
乱
で
火

を
か

け
ら
れ
た
り
、
壊
さ
れ
た
り
し
ま
し

た
が
、
幸
い
な
こ
と
に
仏

像
や

多
く

の

貴
重
な

什

物

（
お

寺
の

道
具
）
、

古
文
書
な
と
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

な
か
で
も
、
日
蓮
上
入

筆
の

「
諸

人

御
返
事
」
と

「
大

学
三

郎
御

書
」

は

、
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ

同
じ

ぐ
日

蓮
筆
の

「
冨

城
殿
御
返
事

も

県
の

文
化
財
に
な

っ
て
い
ま
す

。

「
諸
人

御
返
事
」
に
は

、
弘

安
元

年

二

二
七

八
年
）
三
月
二
十

一
日

の
日
付

が
入

っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ

は
、

蒙
古
軍

が
襲
来
し
た

「
文

永
の

役
」
（
一
二
七
四
年
）
と
「
弘
安
の

役
」
（
一
二
八
一
年
）
の
問
で
あ
り
、

世
情
騒
然
と
し

た
時
代
で

し
た

。

ま
だ
、
日
導
宗
は
、
真
言
律
宗
・

禅
宗
と
深
刻

な
対

立
状
態
に
あ
り
、

日

蓮
宗

の
信
徒
に

対
す
る
弾
圧
も
さ

か
ん
に
行
わ

れ
て
い

ま
し

た
。

日

蓮
は
、
こ
れ
ら
の

門
弟
た
ち
を

は
げ
ま
し
、
勇
気

づ
け

る
書
簡
を
数

多
く
書
い
て

い
ま
す

が
、
「
諸
人
御

返

事
」
も
そ
の
ひ
と
つ
で

す
。

国

の

重

要

文

化

財

に

指

定

さ

れ

た

つ

り

鐘

本
土

寺
の

つ
り
鐘
に
は

建
治
四

年

一
二
七
八
年
）
の
銘
が
あ
り
、
県

内
で
二

番
目
に
古
い
も
の
で

す
。

こ
の

鐘
は
、
初
め
印
東
庄
六

崎
（
佐

倉
市
）
の

大
福
寺
に
あ
り

、
製
作
者

は
上
総
国
刑

部
郡
（
長

生
郡
長
柄
町
）

だ
い
こ
う
お
お
な
か
と
み
の
か
ね
も
り

の
大
工
・
大

中
臣

兼
守
で
あ

っ
た
と

刻
ま
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
鐘
が

本
土
寺
に
移
さ
れ
た
の

は
、
第
十
代

住
職
日

瑞
の
時
代
、
文

明
十
四
年
（

一
四
八

二
年
）
で
す

。

高
さ
約
一
㍍
、
重
さ
七
百
認
乍
近

く
も
あ
る
こ
の

鐘
を
、
佐
倉
か
ら
ど

の

ぶ

つ

に

し

て

、

ど

う

い

う

ル

ー

ト

で

平

賀

ま

で

運

ん

だ

の

か

、
大

変

興

味

の

あ

る
と

こ

ろ
で

す

。

歴

史

の

な

ぞ

を

秘

め

る

大

過

去

帳

県

の

有

形

文

化

財

に

な

っ
て

い

る

「
大

過

去

張

」
は

、檀

家

の

人

た
ち
の

法

名

や

命

日

ば
か

り
で

な

く

、

そ

の

時

々

の

事

件

を

併

記
し

て

い

る

点

で

大

変

め

す

ら

し

く

、
歴

史

資

料

と

し

て

も

貴

重

な

も
の

で

す

。

現

在

残

っ
て

い

る

の

は

、

天

正

十

一
年

（

一
五

八

三

年

）

に

修

復

、

書

写

さ

れ

た

も

の

で

、
上

・

中

・
下

の

三
冊
、
四
百
八
十
ニ
㌻
あ
り
、
天
正

本

と

呼

ば
れ

て

い

ま

す

。

記

載

方

法

は

日

め

く

り

式

で

、

身

分
に
よ
っ
て
三
段
に
分
け
ら
れ
て
法

ぼ
う
ち
ゅ
う
　
き
ゃ
く
ら
ゆ
う

名

が

書

か

れ

、
傍

註
や

脚

註

に

は

俗

名

や

事

件

な

と

が
書

か

れ
て

い

ま

す

本

土

寺

過

去

帳

に

は

、
天

正

本

を

江

戸

時

代

の

明

暦

期

（

一
六

五

五

年

上

六

五

八

年

）

に

書

き

写

し

た

明

暦

本
と

い

わ

れ

る

副

本

が

あ

り

ま

す

有

名

な

検

校

・
塙

保
己

一

の

「
続

群

書

類

従

」

に

収

録

さ

れ
て

い

る

本

土

寺

過

去

帳

は

、

こ

の

副

本

を

も

と

に

し

た

も

の

で

す

。

（
参

考

資

料

・
松

下

邦

夫

著

「
松

戸

の

歴

史

案

内

」
）

日 蓮上人直筆の「諸人御返事」(部分)

僕たちのワンパク王国だ

べん

りな

豆知

識



第20回簡易保険・郵便年金

資金写真コンクール

期間…63年７月31日(日)まで

題材…簡易保険・郵便年金資

金の融資でつくられた施設

応募規定…①一般＝四ツ切

(カラー・白黒)またはカラー

スライド(35㍉以上)②小・中

学生＝キャビネ(カラー･白黒)

応募先…全国の郵便局

詳細…松戸郵便局保険課昔62

-2424 番

夏休み親子陶芸１日教室

日 時 …7 月21日(木卜8 月5日(金) 、

午前 の部 午前 ９時30 分 ～11 時

30分 ・午 後 の部午 後 ２時 ～ ４

時( いず れか １ 回)

会場 …陶 松( 市 立病 院裏) お よ

び 明市民 セ ン ター

費用 …500 円( 陶 土 、焼代 含)

申込 み… 電話 で縄 文 土器 を作

る会小堀S68-7726番へ

チャリティーギターコンサ ート

荘村 清 志氏 を迎 え て

日時…７月13日(水)午後７時

会場…市民劇場

定員…300人

費用…当日大人1,800円･子供

1,000円，前売大人1,500円･子

供800円(大人は中学生以上)

申込み…電話で絃の会・佐野

2S42 ― 6275番へ

モーツァルトをうたいませんか

日時･‥７月12日～11月29日の

毎週 火 曜 日、午 後 ７時 ～ ９時

演 奏会 は12 月４ 日（ 日）の午後

６時 か ら ・曲 名 「戴冠 ミサ」

会場 … 市民 会館 音楽 室

費用 … 月3,000円（学生1,000 円）

定員 … アルト 若干 名 、テ ノー

ル ・バ ス計25 人 くら い

申 込 み …コー ル ・ メイ ・岩田

S45-6722 番（昼 間 ）へ

サークルオブマザー

｢夫婦愛の源泉｣

期 日 会 場 時 間

7/5吠） 二十世紀が丘市民ｾﾝﾀｰ
午前10時
30分 Ｓ
午後○時15分似日） 松戸第1珠算学校

費用…テキスト代300円

申込み…当日会場で

詳細…蓮井S43-4686 番

白ばら・夏休み親子映画会

日時…７月24日(日)午前９時

15分と午後１時30分の２回

会場…市民会館ホール

内容…｢ロビン･フヽ･･ド｣(ヴォ

ルト・ディズニーアニメ)、

｢お隣りどうし｣(啓発映画)、

｢エンドア･魔空の妖精｣(ジョ

ージ・ルーカス作品)

定員…各回とも先着1,200人

費用…無料

保護者同伴で来場して下さい。

定員になり次第締め切ります。

詳細…選挙管理委員会

＝ご存知ですか＝

住宅建設資金利子補給制度

市民の持ち家（マンション・

中古住宅購入を含む）促進を図

るため、住宅金融公庫から融資

を受けたうえに住宅金融公庫の

業務を取り扱っている市内の金

融機関から融資を受けた人で、

年間合計収入金額が600 万円以

内の人に限り利子補給を行う制

度で、マイホームづくりのお手

伝いをしています。

レ詳細…住宅課公営住宅係

文化ホール夏休み科学教室

日 時 テ ー マ 講 師

7/21附

午後1時～3時

江戸川の

魚のはなし

松戸市漁業協同

組合前組合長

戸張泰一氏

2諭

午後1時～3時

雑木林を

観察しよう

芝浦工大付属柏

高校教諭

松本嘉幸氏

8/2C刈

午後1時～3時

昆虫の観察と標本

の作り方を学ぼう

松戸市立八ヶ崎

第２小教諭

白川邦臣氏

会場…文化ホール

定員…各40人(小４～中３)

持ち物…筆記用具

申込み…往復ハガキで７月13

日(水)までに、希望日・テー

マ・住所・氏名・学年を書い

て〒271　松戸市松戸1307 － 1

松戸ビル４階松戸市文化 ホー

ル(S67-7810 番)へ

定員を上回った場合は抽選と

なりますが、１人各１回とす

ることもありますので優先順

位を書いてください。結果は

通知します。またハガキ１枚

で申し込める人数は３人です。

夏 休 み 青 少 年 教 室
教室名( 対象･ 定員) 実 施 日 時 問 教材費 講 師

卓 球 教 室

(小３以上　30 人)
7/22(金)

23( 土)

27( 水)

29(金)

30(土)

８ ／３( 水)

５( 金)

６( 土)

午
前

119
時 時

30 30
分 分

1,500

円

松戸市 卓球協会

五十嵐 一 郎氏

す み え 教 室

(小３以 上　25人)

1,000

円

丹 青 会

山 本 博 子氏

英 会 話 教 室

(小３以 上　25人)

午

後
つ

Ｓ時
３
時

500

円

東京 外国語大学地 域研究

研究 科　 松 田 康 博氏

パンフ ラリ ー 教室

(小３以 上　25人)

2,000

円

日 本パンフ ラワー 協会

久保村 干 枝氏

バドミ ント ン 教室

(小３以 上　30 人)

1,000

円

松戸 市バドミ ント ン 協会

糠 谷 よし 子氏

手 あ み 教 室

(小３以 上　25 人)

2,000

円

日 本編物文化 協会

安 達 昌 子氏

空 手 道 教 室

( 小３ 以上　30 人) じ
500

円

統道会空手道 連合 会

斉 藤 誠氏

手 品 教 室

(小３以上　25 人)

7/22S3241旧)27

(水329SB31旧)

8/3C水)5白Z(日)

后　 壬

は　Ｓ目|』
Ｓ午119
詰 問

゛時 分 分

2,000

円

松 戸 奇 術 会

岩 田 やすし氏

対象 … 市内 在住 在学 の青 少年 で初 心者

申 込 み… ７月 ６（ 水 ）～17 日（ 日）までに 教材費 を添 えて 直接 青 少

年 会館H44-8556 番 へ

歯

を

大

切

に

むし歯の出来方・進み方

そ
の
1

出
来
方

口
の

中
に
入

っ
た
砂
糖
や

、

食
べ
か
す

を
利

用
し
て
、
ミ

ュ

ー
タ
ン
ス
菌
（
む
し
歯
菌
）
が

歯
垢
を
作
り
ま
す
。
こ
の
中
に

い
る
菌
が
糖
か
分

解
し
て

、
酸

を
つ
く
り
、
歯
の
表
面
を
と
か

し
て
、
む
し
一
匹
に
し
ま
す
。

○
む
し
歯
に
な
り
や
す
い
所

①
奥
歯
の
食
物
か
噛
廿
部
分
の

溝
（
校
合
面
）

回
歯
と
歯
の
間
（
隣
接
面
）

③
歯
と
歯
ぐ
き
の
境

Ｏ
乳
歯
の
場
合
の
特
徴

①
一
時
に
た
く
さ
ん
の
歯
や
歯

面
に
出
来
る

②
進
行
が
非
常
に
早
い

③
永
久
歯
で
は
、
か
か
り
に
く

い
歯
や
歯
の
面
に
ま
で
、
簡

単
に
発
生
す
る

お
や
つ
や
歯
み
が
き
に
対
す

る
し
つ
け
が
大
切
に
な
っ
て
き

ま
す

ハ

イ

こ

ち

ら

内

線

6

0

0

番

ま ちの話 題 かお知 らせ 下 さい 。

梅雨空に競う

七変化の妙

本土寺アジサイと花ショウブの宴

松
戸
新
田

津
野

民
子
さ
え

八
ヶ
崎小

林

昌

子
で

（
津
野
さ
ん
）
私
は
初
め
て

来
た
ん
で
す
け

ど
、
鎌
倉
の
お
寺
に
比
べ
る
と
、

広
く
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
ア
ジ
サ
イ
は
雨
の

日
が
き
れ
い
で
し
よ
う
ね
。

秋
も
い
い
ん
じ
や
な
い
か
し

ら
。
紅
葉
を
見
に
来
て

み
た
い

わ
。

市外から もたくさんの人たち が訪れます

アジサイ寺として有名な本土寺には、連日大勢の人々が訪れ、

花の七変化に感嘆したり、楽しんでいます。

さまざまな表情を見せてくれるアジサイですが、やはり雨の

日は格別。梅雨に濡れたアジサイは、人の心を和ませてくれ

ます。

今年も、30,000株のアジサイと、5,000 株の花ショウブと

が、梅雨のひととき、私たちの心を酔わせてくれました。



青年講座講演会

日時…７月11日(月)午後６時

30分～８時30分

会場…勤労会館

対象…未婚・新婚の男女20人

講師…詩人・滝いく子氏、テ

ーマ｢ 働くことと子育て｣

申込み…電話で社会教育課青

少年婦人係へ

チャリティー映画会

｢オバケちゃん・べっかんこ鬼｣

日 時… ７月22 日(金)午前10 時 、

正 午 、午 後 ２時、 ４時 、 ６時

30分 から の計 ５回

会 場… 市 民会 館 ホール

費 用… 前 売り700 円・ 当日1000

円( ４歳以上) 前売 り券 は午 前

９時 ～午 後４時30 分 の 間に 、

松 戸手 をつ な ぐ親の 会 または

社 会福 祉協議 会事 務 局へ

詳 細… 松戸 手 をつ な ぐ親の 会

S85 ―3188 番

スポ

ーツ

もよ

おし

もの

松戸市民水泳大会

(体育祭・県民大会選考会)

日 時… ７月24 日（ 日 ）午 前 ９時

会 場… 中 央公 園プ ール

対 象… 市 内在 住、 在勤 、在 学

の人

費 用…300 円（ ２種 目以 内 、リ

レ ー を除 く）

申込 み … ７月 ９ 日（土 ）・10 日

（ 日 ）午 後 ５時 ～６ 時に 参加 費

持 参で 中央 公 園プ ー ル窓 口へ

詳 細… 社会 体育 課管 理係

ｽこて 目由形・バタ
フライ・平泳

ぎ・背泳ぎ
個人
メドレ
ー

ﾘﾚｰ
メドレー

リ レ ー

小学生

Ａ
男女

50m

200m

200m

Ｂ
男女

中学生 男

女 100m高校生

一般
男

女

50m

30歳以上
男

女

＼40歳以上

50歳以上

55歳以上

オーバーナイトハイキング大会

日 時 … ７ 月23 日（ 土 ）午 後８時

から24 日（ 日）にかけ て

コ ー ス… 松 戸（ 松戸 市役 所玄

関 前 ）～野 田 間の江 戸川 沿い

を往 復(42.195km)

対象 …小 学 生以上 先 着100 人 、

小学 生 は保 護者 同伴

費用 …500 円

申 込 み… 松 戸市青 少年 相 談員

連絡 協議 会事 務局 に ど も課 ）

へ ７月11 日（ 月卜17 日（ 日）の

間に 参加 費持 参 で（17 日は午

前 ９時 ～正 午 ）

詳細 …こ ど も課育 成 係

こども映画＆ゲーム大会

日 時 … ７月17 日（ 日 ）午後 １時

～ ３時30 分

会 場 …小 金北 市民 セ ン ター

費 用 …無 料

内 容 …映 画 「ゴン タ と呼ば れ

た犬 」ほ か ゲーム 大会

定 員…130 人（ 先着 順 ）

詳細…青少年相談員連絡協議

会小 金北 支部 ・久世 容42 ―25

07 番

夏休みプラネタリウム投映

期日…７月22日(金)～８月28

日(日)の各金・土・日曜日

投映時間…午前10時、午後１

時30分、午後３時30分からの

３回

費用…中学生以下30円、高校

生以上50円

詳細…市民会館Q68 ―1237番

納涼盆栽展

日 時 … ７月15日(金)～17日(日)

会 場… 西 友常 盤平店 ５階市 民

ホール

チ ャ リティ ーバ ザー ル有 り

詳細…眞嶋S87―1019番

サマーキャンプin 八丈島

期日 … ８月４日(木) ～７日(日)

費 用…27,500 円( 船 賃・民 宿

２泊・ 食事 ６回 ほか)

締め 切り … ７ 月22 日(金)

詳 細… 第11 回サ マ ー キャンプ

実行 委 員会 ・岩 沢Q'84 ―7095

番( 夜 間の み)

市 民詩 吟 講座

日時…７月20日・27日、８月

３日・10日の各火曜日、午後

６時～８時

会場…常盤平市民センター別

館

費用…無料・定員30人

申込み…当日会場か､電話で日

本国誠流松戸国神会・鈴木a

61―1018番へ

まこも池で釣を

楽しむ

おし

らせ

市役所(66)1111# 常盤平支所(87)2131

小金支所(41) 5101 ･小金原支所(44)4151

六実支所(85) 0113#馬橋支所(45)2131

新松戸支所(43)5111R 矢切支所(62)3181

東部支所(92)3061

ツベルクリン反応検査と

ＢＣＧ予防接種

申し込みをする人…ＢＣＧ接

種当日４歳未満で、ＢＣＧを

一度も受けていず、ツベルク

リン、ＢＣＧの問診票を持っ

ていない人

申し込まなくてもよい人…62

年10月１日～63年３月31日生

まれの人で、６月末までに住

民登録をしている人は申し込

まなくても７月下旬に通知し

ます。

以前のツベルクリン・B  C G

の問診票を持っている人はそ

れで受けて下さい。 63年４月

１日～９月30日生まれの人に

は１月下部こ通知します。

車での来場は控えて下さい。

愛の献血と

胸部レントゲン検査

期日 会 場 時 間 主 催 レ

ン

ト

ゲ

ン

7/7

附

六実
市民センター

(別館)

午前10時
S

11時

健康づくり
グループ

｢六実｣

あり

９
田

野菊 野団 地
午前10時

Ｓ

午後４時

野菊野団地
自 治 会

なし

12
関

馬橋
市民センター

午後1時
3扮
S

3時

健康づくり
グループ

｢歩｣

あり

21
困

西友常盤平店
午前10時

Ｓ

午後４時

健 康づく り

グ ループ

｢円･さわやか｣

なし

市民遠的弓道大会

日 時 … ７ 月10 日（ 日）午前10 時

会 場… 県 天 台運動 公 園弓道 場

対 象… 市 民（ 県体 の選 考 を兼

ねる ）

費 用… 無 料

詳 細… 松戸 市弓 道 連盟 ・奥 田

S42 ―0752 番

バレーボール教室

日 時 … ７ 月17 日（ 日）午前 ９時

～ 午後 ３時

会場…古ヶ崎南小学校体育館

対象 … 女性 （運 動しや す い 服

装 、上 履 き持 参）

費用 …無 料 、当 日会場 申 込み

詳細 …体 育指 導委 員 ・渡辺 容

62―4731 番

レントゲン検査は15歳以上の

市民。 40歳以上で、必要な

人にかぎり喀疾細胞診(400円)

が受けられます。

詳細…健康管理課業務係

青少年キャンプ大会

期日…8月20日(土)～22日(月)

会場…静岡県御殿場市｢ 国立

中央青年の家｣

対象…中学生90人( 先着順)

費用…10,000円

申込み…松戸市青少年相談員

連絡協議会事務局(こども課)

へ７月30日(土)までに電話予

約のうえ、８月５日(金)まで

に参加費持参で

詳細…こども課育成係

ボウリング大会

日 時 … ７月17 日（ 日 ）午前 ９時

30分集 合 ・先着120 人予 選6 ゲ

ー ム上 位30 人 で決勝 ３ゲー ム

会場 …松 戸 グラ ン ドボ ウル

費 用 …予選2,500円決勝1,000円

詳 細 …松 戸 市 ボウ リン グ協会

・島 村登42 ―7362 番

中学生テニス大会

日時…８月22日(月)･23日(火)

午前８時30分集合、予備日24

日(水)

会場…松戸テニスクラブ

対象…市内在住、在学の中学

生(シングルのみ)

費用…無料

申込み…ハガキで7月25日(月)

までに氏名･ 住所・電話番号･

学校名・学年を明記し、〒271

松戸市上矢切1620松戸市テニ

ス協会･町山Q62-3047 番へ

バドミントンダブルス大会

日 時 … ７ 月10 日( 日)午 前 ９時

会場 … 運動 公 園体育 館

対象 … 市内 在住･ 在勤･ 在学 者

費 用… 登録 者1,200 円, 未登録

者1,500 円

申 込 み… ハ ガ キに クラブ 名 を

記入し　７月８日(金)必着。

松戸 市 中和 倉304 ―8 ・ 長 谷 川

俊夫S41 ―7925 番 まで

初心者ゲートボール教室

日時…７月20日・27日、８月

３日・10日の各水曜日、午前

９時～11時30分（雨天順延）

会場…金ヶ作公園野球場

対象…一般男女（年齢不問）

費用…無料、当日会場申込み

詳細…松戸市ゲートボール協

会・池田Q43 ―0250番

グラウンドゴルフ教室

日 時 … ７月17 口（ 日 ）午 前 ９時

～午 後 ３時

会 場 …古 ヶ崎 小 学校

対 象 …一 般 男女（ 運動 の で き

る 服装 、弁 当持 参 ）

費 用 …無 料 、当 日会場 申 込み

詳 細 …体 育指 導 委員 ・渡辺 容

62―4731 番

バ レ ーボ ール

(オーバーフォーティー大会)

日 時… ９月 ４日（ 日 ）午 前 ９時

会 場… 小 金 原体育 館

対象 … ９月15 日現 在 で満40 歳

以 上 の家 庭婦 人

費 用…500 円

申込 み … ７月31 日（ 日）まで に

ハ ガ キに 住所 ・氏 名・年 齢 ・

電話 番 号 を記入 して〒271 松

戸 市 馬橋1209-6 松戸 市家 庭婦

人バレ ー ボー ル連 盟 ・苅部 徳

子 音41-5478 番 まで

ほけんえい

せい

療 育 相 談

日時…７月14日(木)午後１時

～１時30分受け付け

会場…松戸保健所

対象…生後５ヵ月以上で、股

関節脱臼検診未受診者や整形

外科的に心配な18歳未満の人

母子健康手帳持参のこと

申込み…電話で松戸保健所保

健指導課容61―2121番へ

さわやか健康教室

期日 時 間 内 容

7/12

(火)
午前10時
～正午

｢コレ ステロールに

ついて｣

｢コレ ステロールを

下げる生活の過し方｣

15

(水)

午前10時

午後２時

｢コレ ステロールを

下げる食事のとり方

・ポイント｣

調理実習

会場…馬橋市民センター

対象…基本健診でコレステロ

ール値が高い人・関心ある人

定員…20人（先着順）

費用…無料

持ち物…12日は筆記用具、15

日は筆記用具・エプロン・三

角巾・ふきん・食器

申込み…健康管理課小金方面

保健室

日 程 表

会 場 ツベル
クリン

判 定bcg 時間

衛 生 会 館 8/290月） 8/31≫)

午

後
一

時
十
五

分
Ｓ
一
一
時
－
一一十

分

五 香 市民 セン ター 8/2C火)8/4内

松飛台市民センター 7/25目 7/2700

小金北市民センター 8/1(月)8/300

東 部 市民センタ ー 7/26C刈 7/28内

馬橋東市民センター 8/17C水） 8/19白

健 康 増進センタ ー 8/220月） 8/2400

常盤平市民センター 8/3困 8/5R

明 市 民 セ ン タ ー 8/2伏）8/4W

古ヶ崎市民センター 8/17(水) 8/19R

稔 台 市民センター 7/27(7tく)7/29剛

小金原市民センター 8/16W 8/18W

新松戸市民センター 8/240水) 8/26忠

小 金 市民センター 8/17(水) 8/19圃

常盤平市民センター 8/23(火) 8/25困

馬 橋 市民センター 8/3困 8/5 捌

六実市民センター別館 8/23M 8/25W

二 十 世 紀 が 丘
市 民 セ ン タ ー

8/221月) 8/24伽

詳細…保健衛生課予防衛生係

救急医療体制　　 健康保険証を忘れずに／
夜間急病診療所( 毎日)･午後8 時～1働 衛生会館内　　　 登68-3756番

待機病院( 毎日)･午後5 時～午前9 時テレホンサービス　S6H010 番

緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時テレホンサービス　S66-0010 番

休日歯科診療所・午前9 時～正午　衛生会館内　　　　　 登65-3430番
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